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6 研修スケジュール 

８月２２日（月）：受講者に受講決定通知を送付 

８月２２日（月）：区市町村に受講者名簿を送付 

９月上旬：実習協力依頼及び関連資料を送付 

９月１３日（火）～２０日（月）：研修 1・２日目講義の動画配信 

９月２７日（火）午前：区市町村・拠点機関向け実習説明会の実施 

１０月１１日（火）から演習開始（A 日程～F 日程） 

 

 受講者は演習５日目で実習ガイダンスを受けた後、区市町村窓口に電話連絡 

 

 

 

<問い合わせ先>  

東京都心身障害者福祉センター地域支援課地域支援担当 

03-3235-2953 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 実習２対応期間 

Ａ

日

程 

３・４日目 １０/１１（火）・１０/１２（水） 

１１/１５(火)～１２/１４(水) ５日目 １１/１４（月) 

６・７日目 １２/１５（木)・１２/１６（金） 

Ｂ

日

程 

３・４日目 １０/１３（木）・１０/１４（金）  

１１/１６(水)～１２/１８(日) ５日目 １１/１５（火） 

６・７日目 １２/１９（月）・１２/２０（火） 

Ｃ

日

程 

３・４日目 １０/１７（月）・１０/１８（火）  

１１/２９(火)～１/４(水) ５日目 １１/２８（月） 

６・７日目 令和５年 １/５（木）・１/６（金） 

Ｄ

日

程 

３・４日目 １０/２６（水）・１０/２７（木）  

１１/３０(水)～１/９(月) ５日目 １１/２９（火） 

６・７日目 令和５年 １/１０（火）・１/１１（水） 

Ｅ

日

程 

３・４日目 １１/４（金）・１１/７（月）  

１２/１０(土)～１/１５(日) ５日目 １２/９（金） 

６・７日目 令和５年 １/１６（月）・１/１７（火） 

Ｆ

日

程 

３・４日目 １１/８（火）・１１/９（水）  

１２/１３(火)～１/１７(火) ５日目 １２/１２（月） 

６・７日目 令和５年 １/１８（水）・１/１９（木） 
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別冊 初任者研修ガイド 

相談支援専門員になる方にお伝えしたいこと 

 

本研修は、東京都で活躍する相談支援専門員の入り口となる研修です。相談支援従事者研修は複数あり

ますが、それぞれはつながりあっています。東京都相談支援従事者研修検討会では、相談支援専門員の

あるべき姿を１２頁のとおり「私たちが目指す相談支援専門員の姿」（以下「姿」という。）としてまと

めており、それぞれの研修がつながりあい、相談支援専門員が育ちあっていくことをイメージしながら、

各研修を実施しています。 

 

この「初任者研修ガイド」では、実習対応者の方に見ていただく課題に関連する内容のみ抽出していま

す。ガイドだけではわかりづらい点があるかと思います。必要に応じて、研修内容が網羅されている演

習ノートを等ご確認ください。 

 

〇前提としてご理解いただきたいこと 

初任者研修では、受講者に求められる力を「本人中心の個別支援ができること」と設定し、個別性を重

視した支援を着実に実施できることを目指し、本人主体の理解とソーシャルワーカーとしての知識・価

値・技術について一体的・構造的に学ぶプログラムを展開しています。 

以下の図は、「姿」に記載した相談支援専門員の土台となる知識・価値・技術のうち、初任者研修で重点

をおいている内容になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「土台」は研修を受講しただけでは身につきません。「価値」を基盤として実践を重ねる中で、「知識」

を増やし「技術」を身につけていくことになるため、研修が終わった後も相談支援専門員が学び続ける

ことができる地域の醸成が重要になります。 

私たちが目指す相談支援専門員の姿 ver.7 より「相談支援専門員の土台となるもの」 
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また、地域にとっても質の高い相談支援を提供できる相談支援専門員は貴重な資源であるはずです。相

談支援専門員のしごとの魅力を区市町村・拠点機関の皆様からもお伝えいただき、１人でも多くの初任

者研修修了者が地域での活動をスタートすることを願っています。 

 

＜先輩相談支援専門員からのメッセージ＞ 

・たくさんの方の“生きる”を知ったり関わったりするので、自分の人生は 1 回だけだけど、その何十倍

もの別の“生きる”を感じられて実はお得感があると思う 

・「いろんな人がいて社会なんだということがわかって、少々のことでは驚かない図太い人間になれる

仕事 

・「社会問題と取り扱われることにもしばしば遭遇するので、いろいろなことを我がごととして考えら

れるようになり、人として一回りも二回りも大きくなれる仕事 

・初任者研修では「目の前にいるご本人の支援ができるようになること」がミッションです。 

初めは上手くいかないことや誰に聞いたらいいか戸惑うことが多いかもしれませんが、ご本人の支援

を通して、いろいろなネットワークができて助け合えるようになったり、他の方の支援にも活用でき

る知識が増えてくると、やりがいや楽しさを感じられることが多くなると思います。 

 

〇実習対応者に見ていただく課題について 

受講者は、研修３日目と４日目で、相談支援のプロセスを架空の共通事例を使って体験します。アセス

メントのプロセスはその後の計画作成に大きく影響するため、特に丁寧に時間をかけて学びます。東京

都の初任者研修のアセスメントでは、「ニーズ整理表」及び「５Ｐics（ピクチャーズ）」を使います。「サ

ービス等利用計画案」は国の標準様式を使用しています。 

実習対応者には、受講者の個別の事例で作成した「ニーズ整理表」、「５Pics」、「サービス等利用計画案」

を見ていただきます。 

 

＜実習３ ニーズ整理表＞ 

初任者研修の演習では、ニーズのとらえ方を次のように説明しています。 

・支援者が本人の「ニーズ」を的確にとらえ、本人とともに「ニーズ」を充足させる方法を考えることがケ

アマネジメントを実践していく上で重要です。 

・相談支援専門員が本人に必要な「ニーズ」を見立てる（一定の判断を加えたり、掘り下げたりする）こと

なく、単に本人や家族からのオーダーに応じるだけならば、相談支援専門員として社会からの期待には応

えていないと言えます。 

・一方、相談支援専門員としての見立てばかりでは、本人の思いに寄り添った支援とは言えません。信頼関

係も協働関係も成立しにくいでしょう。 

・本人に寄り添い、関わりを大切にし、相互に関係性を築きながら、丁寧にリアルニーズに近づけるよう模

索し続けることが重要です。 

整理されたニーズを導くためには、本人との確認が必須です。ところが言葉によるコミュニケーションが難

しい方などは、この確認は想像の域を超えないかもしれません。本人以外の代弁者から意見を聞くとしても、

です。 
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それでも、その方に対するアセスメントから、「本人と確認したらきっとこうした意思・意見だろう」と考え

を巡らし、了解されたニーズに少しでも近づくことが大切です。 

 

以下が「ニーズ整理表」のポイントです。 

 

 

＜実習５ ５Pics> 

東京都の初任者研修では、「支援の考え方」として「ミスポジション論」と「５Pics」を用いています。

「ミスポジション論」とは、こうありたいと思う「その人らしい生活」「理想の生活」と、「現在の生活」

との間にある相違（ズレ）がニーズにつながるという考え方です。そして、５Pics は、ミスポジション

論による考え方を基に、支援の見立てと手立てをわかりやすく整理するための手法であり、５つの問い

でつくられます。 

５つの問い ワーク 

Pic１ その人の強み（内なる強み、環境の強みは何？をベースに） 
・リフレーミング 

・ストレングス 

Pic２ どんな自分になりたい？理想の生活は？「将来を問う」 ・100 文字要約の未来の部分 

Pic３ それに対して、現在の状況は？「今を問う」 ・気になる情報・現状 

Pic４ 理想と現実の違いは？「ズレを問う」 
・整理されたニーズ 

・100 文字要約 

Pic５ 
どうすれば「理想の自分、生活」を実現できるか？ 

「理想に近づくための方法を問う」 

・インパクトゴール 

・「そのために…」 

 

５つの問いを図にまとめたものが５Pics です。５Pics の考え方を身につけることにより、ご本人を中心

としたアセスメント情報の整理（思考の整理）が図られるため、その先のプランニング（計画作成）も

軸がぶれずに取り組むことができるようになります。 
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以下が５Pics のポイントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実習６・７ サービス等利用計画案＞ 

サービス等利用計画案は、国の標準様式を使用し、項目ごとの考え方は演習で以下のように説明してい

ます（利用者氏名から利用者同意書欄まで省略）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５PIC「インパクト

ゴール」をヒントに 

５PIC「本人の思いの

要約」から導かれる 

[佐藤光正,駒澤大学] 


